
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

中瀬中学校 次のステージへ 
校長 香 西 雅 斗 

科学と自然の散歩みちが桜の花びらで敷き詰められた日、中瀬中学校は１５０名の新入生

を迎えました。そして季節は進み、今はハナミズキの薄赤色の花やモッコウバラの黄色に花

が咲き誇っています。 

７０年を超す歴史をもつ中瀬中ですが、新入生が１５０名を超えたのは実に２４年ぶりで、

１年生は中一ギャップ対応で５クラスとなり、防災倉庫などに使われている教室をのぞくと、

普通教室で鍵のかかっている部屋がゼロとなりました。ここで、入学式で触れた中瀬中学校

の指針となる３つの言葉を紹介します。 

（１）「鉄は熱いうちに打て」 

生徒たち心は、命の力で熱く燃えさかっています。だからこそ、生徒たちが、厳しいことに

自ら進んで取り組み鍛え成長していく、そんな中瀬中でありたいと思います。中学校生活は

楽ではありません。失敗したり、悩み苦しむことも少なくありません。でもピンチを、自分を

鍛えるチャンスと捉える生徒を育てていきたいと思います。そして卒業する時 

「苦しいことも多かった。楽しいことよりもつらいことの方が多かった。でも中瀬中学校で

よかった、中瀬中の仲間たちと一緒でよかった。」 

と全員が言えることを目指します。 

（２）「なぜだろう、どうしたらいいのだろうと考える」 

東ロボ君というＡＩが、大学の共通一次に相当する試験で上位二割に入る結果を出したよ

うに、テクノロジーの進歩は私たちの生活を大きく変えつつあります。生徒たちに大切なの

は、ＡＩの様に、誰かに出された問題を速く解けるようになること、ではありません。意味を

理解しようとし、考え、自分たちで課題を見つけ、仲間とともに解決する、そんな生徒を育て

ていきたいと思います。 

中瀬中には、体育大会や音楽発表会だけでなく、留学生交流など、色々なプログラムがあり

ます。授業で、普段の生活で「なぜだろう、どうしたらいいだろう」たくさん考え活動する、

そんな機会がたくさんある中瀬中でありたいと思います。 

（３）「フロンティアスピリット」 

中瀬中学校は２０２４年春に新校舎で入学式を迎える予定です。３０年５０年後の未来を

見据えて、建物だけでなく内容の面でも、あって良かったと言われる、地域のランドマークと

なる中瀬中を目指したいと思います。今年はその基本構想を、本校の歴史を踏まえ、地域とと

もに生徒と一緒に作っていく年です。これを機に、未来に向け豊かな想像力で、たくましく、

挑戦していく「フロンティアスピリット」あふれる生徒を育てていきたいと思います。 

  

                           平成３１年４月２６日 発行 

【教育目標】 

【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 

【徳】互いを尊重し、協力する人 

【体】心身ともにたくましく健康な人 

     杉並区立中瀬中学校 

下井草４－３－２９ ℡３３９９-２１９６   



入学式「誓いの言葉」  

入学式「歓迎の言葉」 

 

 
  

 

 

 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
。
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
ち
、
中
学
校
生
活
に
向
け
て
の
不
安
と

期
待
の
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
で
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

皆
さ
ん
は
、
中
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
中
学

生
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
か
が
変
わ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
学
習
す
る

環
境
や
ル
ー
ル
は
変
わ
り
ま
す
。
中
学
校
は
、

そ
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
、
自
分
が
努
力
し
た

分
だ
け
成
長
で
き
る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

僕
は
沓
掛
小
学
校
の
出
身
で
す
。
だ
か
ら
最

初
は
、
知
っ
て
い
る
友
達
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
、

心
細
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
少
し
ず

つ
友
達
が
増
え
、
共
通
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ

た
り
、
部
活
動
を
通
じ
て
他
の
学
校
の
人
と
も

友
達
に
な
れ
ま
し
た
。
学
校
へ
行
く
楽
し
み
が

増
え
た
と
共
に
、
知
ら
な
い
人
と
の
会
話
の
進

め
方
を
学
べ
た
、
良
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。  

一
方
で
「
中
学
生
は
忙
し
く
て
大
変
だ
」

な
ど
と
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

確
か
に
、
や
る
べ
き
こ
と
が
な
か
な
か

終
わ
ら
ず
勉
強
へ
の
や
る
気
を
な
く
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
僕

も
、
そ
の
様
な
時
期
が
何
回
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
や
る
べ
き
こ
と
が
多
い
分
、
や

り
遂
げ
た
時
の
達
成
感
も
大
き
い
の
で

す
。 僕

は
「
中
学
校
生
活
で
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
誰
か
に
聞
く
べ
き
」
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
何
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が

出
て
き
た
時
に
、
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お

い
て
は
、
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
誰
か
に
相

談
し
、
自
分
で
考
え
、
解
決
で
き
た
時
に
、

成
長
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

行
事
、
委
員
会
、
部
活
。
中
学
校
に
は
、

頑
張
っ
た
分
だ
け
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
中
瀬
中
学
校
に
は
、
僕
た
ち
を
し

っ
か
り
と
支
え
、
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く

導
い
て
く
だ
さ
る
、
先
生
方
が
い
ま
す
。
信

頼
し
合
え
る
一
生
の
友
人
と
の
出
会
い
も

待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
私
た

ち
上
級
生
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

中
瀬
中
学
校
の
一
員
と
し
て
、
一
緒
に
力

を
合
わ
せ
、
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

生
徒
代
表 

椿 

左
京 

（生
徒
会
副
会
長
） 

   

 

う
ら
ら
か
な
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
、
中
瀬
中
学
校
へ
の

入
学
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
入
学
式

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
今
、
私
た
ち
の
胸
は
、
大
き
な
喜
び
と
、
期
待
で
、
い
っ
ぱ
い
で
す
。

い
よ
い
よ
始
ま
る
中
学
校
生
活
は
、
三
年
間
。
ぼ
ん
や
り
過
ご
し
て
い

た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
今
日
か
ら
の
一

日
一
に
を
大
切
に
、
充
実
し
た
毎
日
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
部
活
動
や
行
事
に

も
、
積
極
的
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
中
学
校
生
活
を
送
る
中
で
、
私
に
は
ど
う
し

て
も
か
な
え
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
仲
間
を
つ
く
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
嬉
し
い
時
は
一
緒
に
喜
び
、
辛
い
時
に
は
励
ま
し
合

い
、
困
っ
た
時
に
は
助
け
合
え
る
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

そ
ん
な
仲
間
の
存
在
が
、
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
を
、
楽
し
く
、

充
実
し
た
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か

ら
で
す
。 

 

先
生
方
、
先
輩
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
様
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私

た
ち
で
す
の
で
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
に
、
優
し
く
、
そ
し
て
厳
し
く
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
今
日
か
ら
、

中
瀬
中
学
校
の
生
徒
と
し
て

の
、
自
覚
と
誇
り
を
胸
に
、

中
学
校
生
活
を
、
元
気
に
、

明
る
く
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日 

 

新
入
生
代
表 

 

森 

日
乃
花 



《教職員の異動の紹介》 
【転出・退職・満期終了】 

教 員  小林 正彦（主任教諭）＜数学＞ 

      区内東田中学校（再任用）へ  
千賀 美香（主任教諭）＜中瀬学級＞ 

      区内東田中学校（学びの教室）へ  
國松 高志（主任教諭）＜中瀬学級＞ 

 大田区立大森第十中学校（国語）へ        
船戸 紗良（産育休代替）＜養護＞ 

 任期満了  
     剱持 実(非常勤教諭)＜技術＞ 

      区内東原中学校へ  
事 務  今井 倫子（区非常勤） 

      区内桃井第一小学校へ  
     藤沼 邦子 

      退職  
※なお、六川 宏子（教諭）＜社会＞は退職後 

非常勤教員として、引き続き中瀬中学校で 

勤務されます。 

《学校組織の紹介》 

新入生歓迎会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

学年（学びの教室）主任…○  分掌主任…☆   主幹教諭  主任教諭 

 １年生  ２年生  ３年生  学びの教室  

教

務  

蓑毛 晶☆ 

山根 英之 

国 

理 

副担 

担任 

三木 初香 

渡部 智広 

英 

理 

担任 

副担 

太田 亜紀乃 

宮越 一昭○ 

家 

美 

副担 

担任 
江上 桐子 

島田 航大 

伊藤 一美○ 

樋口 芳伸 

秋元 真理 

南部 卓也 

生

活  

大城 雄樹○ 

鈴木 裕介 

濱仲 俊朗 

英 

社 

保体 

担任 

担任 

担任 

中村 正雄☆ 

柳井 香里 

山本 早穂 

社 

技 

養護 

担任 

担任 

 

市川 愛弓 

田端 真希 

保体 

英 

担任 

担任 

進

路  

松平 みさき 

堀内 拓明 

音 

数 

担任 

副担 

小柳津 章文 

阪井可奈子○ 

保体 

国 

担任 

副担 

久保 安弘 

伊藤 毅☆ 

数 

理 

副担 

担任 

 小川 ことば 家     六川 宏子 社  

＜事務＞五十畑 和哉（都）、舟浮 智代・西 裕子（区非常勤） ＜用務＞角 トミエ・門井 博子・諏訪 尚子 ＜ＳＣ＞中村 知生 

＜指導教授＞石井 良典 ＜学校司書＞町田 崇子 ＜栄養士＞西谷 一陽（区非常勤） ＜給食調理＞ ＮＥＣライベックス 

＜学習支援教員＞三科 明子 ＜特別支援教室専門員＞土屋 充子 ＜特別支援教室支援教員＞横田 真理 ＜ＡＬＴ＞ 
 
 

 

４月１１日（木）の新入生歓迎会は、生徒会本部役員と有志による学校

生活紹介の寸劇や、部活動紹介など、生徒たちの創意に富んだ内容でした。

最後に生徒会役員の金澤君（２Ａ）から 

「…平成も今日を入れてあと２０日で終わりです。この中瀬中も昭和、平

成、そして新しい時代 令和へと新しい歴史の一ページを創っていきます。

その１ページを創るのは私たち中瀬中生です。そして新入生の皆さんも中瀬中生の仲間入りです。一緒に

中瀬中の新しい歴史をつくっていきましょう。」 という呼びかけがありました。  

【新規採用】 

教 員 濱仲 俊朗＜保健体育＞ 
 

堀内 拓明＜数学＞ 
 

渡部 智広＜理科＞ 
 

南部 卓也＜学びの教室＞ 
 
【転入】 

教 員 柳井 香里（教諭）＜技術＞ 

     新島村立式根島中学校より 
 

秋元 真理（主任教諭）＜学びの教室＞ 

     西東京市立田無第四中学校より 
 

山本 早穂（産育休代替）＜養護＞ 

     立川市立第二中学校より 
 

小川 ことば（非常勤教諭）＜家庭＞ 

府中市立第二中学校より 
 
事 務 舟浮 智代（区非常勤） 

     区内高円寺中学校より 
 

西 裕子（区非常勤） 

     区内桃井第五小学校より 
 
特別支援教室専門員 土屋 充子 

     区内東田中学校 東田学級 より 



写真・作文の掲載について  

         
 

本校では、学校での様子を「学校だより」「学年だより」「学級だより」などで

ご家庭にお知らせをしていきたいと考えています。その中で、子ども達の活動の

様子を撮影した写真や作文を掲載し、日ごろの活躍を伝えたいと思っています。

そのために、子ども達の文章や画像を使わせていただくことをご了承ください。 

個人情報につきましては、充分配慮していくつもりでおります。不都合な点が

ございましたら、学校にお知らせください。よろしくお願いいたします。    

         

 

中瀬中では、毎朝１０分の朝読書に学校図書館（図書室）の本

を利用することにより、幅広いジャンルの本に親しみ、読書の質

を高める取り組みを行っています。１学期初めの国語の授業で、

学校司書の町田司書から学校図書館の利用についてのアドバイ

スを受け、すでに全員が朝読書用の本を選び終えました。 

 

朝読書用の本の返却期限は読み終わるまでです。読み終えたら本を

返す時に、次の本選びを町田司書に相談すると良いでしょう。 

杉並区では、学校司書が毎日学校におり、生徒が質の高い読書がで

きるよう、学校図書館の利用を促すとともに、調べ学習など授業での

学校図書館利用を推進しています。 

 
 

５月の予定           ○S …ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ出勤予定日 

日 月 火 水 木 金 土 

4/28 29 30 5/1 2 3 4 

       

5 6 ○S 7 8 9 10 11 

  教育相談始～13 区特定課題調査 

PTA 役員・運営 

避難訓練   

12 13 ○S 14 15 16 17 18 

 ３年中間考査 

教育実習始～31 

体育大会準備

期間、係会 

耳鼻科検診 １年歯科検診 尿検査１次  

19 全校朝礼 20 ○S 21 職員会議 22 23 24 25 

 ＰＴＡ総会  心臓検診 体育大会予行  前日準備 体育大会 

26 27 28 29 30 31 6/1 

 体育大会予備日 振替休日 専門・中央委員会 ２年歯科検診   

＜６月の予定＞ 

 修学旅行 6/5(水)～7(金)、 １年普通救急救命 7(金)、 ２年理科出前授業 13(木) 

 中瀬検定,ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟｽｸｰﾙ説明会 15(土)、 期末考査 24(月)～26(水)、 ２年音楽鑑賞教室 28(金) 

＜放課後の校庭部活の様子＞ 

＜朝読書オリエンテーション＞ 

学校図書館貸出記録（平成３０年度の１，２年生）   恩田 惠未（３Ｂ）３１１冊、滝波  倫（３Ｂ） １００冊、 

北村 真韻（３Ｄ）７９冊、 舩木  果音（２Ｄ）７１冊、 渡邉  美結（２Ｂ）５０冊、 山口  華音（２Ｄ） ４９冊、 

岩崎  和音（２Ｄ） ４８冊、 村松  芽衣（２Ｂ） ４８冊、 阪  佳音（２Ｃ） ４７冊、 江藤  龍（２Ａ） ４５冊、 

岡野  心桜（２Ａ） ４５冊、 大矢  詩温（２Ｂ） ４２冊  （２1 日の生徒会朝礼で表彰） 

学校図書館を利用して 

＜理科「自然災害」についての調べ学習～学習作品展で発表＞ 


